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３）成熟に伴うマウス副唄球ＧＡＢＡ受容体サブタイプ

の発現動態変化
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[研究目的］

フェロモンとは、同種他個体の内分泌や行動の変化

を引き起こす生理活性物質である。げっ歯類において

フェロモンは主に鋤鼻器で受容され、一次中枢である

副唄球を経て、上位中枢へ情報伝達される。副唄球の

僧帽傍飾細胞は、鋤鼻器からの入力を上位へ伝達する

出力神経として機能し、隣接する傍糸球体細胞や穎粒

細胞から放出されるＧＡＢＡを介した抑制により調節

を受けている。我々は、これまでの研究から、極初期

応答因子であるc-Fosの免疫染色を指標とする神経細
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